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小児慢性特定疾病児童等の自立支援に資する研究（21FC1017） 

移行期医療など関連施策との連携における課題抽出、要因分析 

研究分担者 石田也寸志  

（愛媛県立中央病院・小児医療センター・センター長） 

 

研究要旨 

 本年度は小児がんサバイバー（CCS）と母親の就労状況に影響する因子について検討した。対象は、聖路加

生涯コホート研究に参加した18歳以上のCCS 69名と11病院のCCSの母親171人である。その結果、CCSの長期フ

ォローアップには，身体的，心理的，社会的機能をサポートし，健康，自己管理への移行準備，家族機能を向

上させるトータルケアの提供が必要で、CCSの母親の就労は，就労意欲や長期不安などの心理的要因と関連し

ていることから，CCSの母親に対する心理的支援は就労を促進する可能性がある．がん治療終了後の母親の雇

用にも影響するため小児がんの治療期間をカバーする休暇制度の確立が必要であることがわかった。 

 

研究協力者 

檜垣高史(愛媛大学・大学院医学系研究科・寄附講座

教授) 

小林京子（聖路加国際大学大学院 看護学研究科教授） 

岡田弘美（東京医療保健大学看護学科講師） 

 

Ａ．研究目的 

1. 小児がんサバイバー（Childhood Cancer Surviv

or, CCS）の就労状況に関連する因子を探る。 

2. CCSの母親における就労状況に関連する要因を明

らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 聖路加生涯コホート研究に参加した18歳以上のC

CS 69名を対象に、総合的な健康診断と質問紙調査を

実施した。総合健診による生存者の生体機能、神経

認知状態、QOL、移行準備、家族機能などを得た。正

規労働者・学生グループと非正規労働者・無職グル

ープの違いを比較した。 

2. 11病院のCCSの母親を対象に質問紙調査を実施し、

介護需要などの現実的要因、就労意欲などの心理的

要因、支援などを明らかにした。すべての変数につ

いて記述統計量を算出した後、二値ロジスティック

回帰分析を実施した。 

（倫理面への配慮）倫理委員会承認の上で研究を実

施した（1.聖路加国際病院、2．東北大学医学部およ

び愛媛県立中央病院） 

 

Ｃ．研究結果 

1. 単変量解析の結果、知能指数、SF-8 PCS、移行準

備、家族機能が独立変数として多変量ロジスティッ

ク回帰に使用された。ステップワイズ尤度法を実施

したところ、最終回帰モデルにおいて、知能指数（オ

ッズ比［OR］＝1.100、95％信頼区間［CI］1.015-1.

193、p＝0.021）、移行準備（OR＝0.612、95％CI 0.

396-0.974、p＝0.038）および家族機能（OR＝2.337、

95％CI 1.175-4.645、p＝0.015 ）は生存者の正規労

働者および学生と関連あることが判明した。 

2.171名の母親のうち、129名（75.4％）が就業して

いた。最も多い雇用形態は非正規雇用（n = 83、48.

5%）で、パートタイム、派遣、有期雇用が含まれてい

た。調査時点では、非就業者と比較して、働く母親

は仕事への意欲が高く、子どもの病気に関する親の

経験尺度の「長期的な不確実性」の得点が低い傾向

にあった。二項ロジスティック回帰分析の結果，就

労は，就労意欲の高さ，治療中の就労継続，外来受

診回数の多さ，サポートの多さに関連することが示

された． 

Ｄ．考察 

CCSの長期フォローアップには，身体的，心理的，

社会的機能をサポートし，健康，自己管理への移行

準備，家族機能を向上させるトータルケアの提供が

必要である。 

CCSの母親の就労は，就労意欲や長期不安などの心

理的要因と関連していることから，CCSの母親に対す

る心理的支援は就労を促進する可能性がある．がん

治療終了後の母親の雇用にも影響するため小児がん

の治療期間をカバーする休暇制度の確立が必要であ

る。 
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Ｅ．結論 

1.CCSの就労には、健康，自己管理への移行準備，家

族機能を向上させるトータルケアが必要である。 

2.小児がん治療中の雇用継続は心理的要因と関連し、

小児がん治療期間をカバーする休暇制度の確立が必

要である。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

１． 特許取得 

  特になし 

 

２． 実用新案登録 

  特になし 

 

３．その他 

  特になし 

 

 


